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下水道インフラ分野への事業展開本格化及び広島県福山市における実証事業の採択について 

 

本日、Ｈｍｃｏｍｍ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO：三本 幸司、以下、Ｈｍｃｏｍｍ）

は、水道分野で培ってきた AI・データ解析技術を下水道インフラ分野へ本格展開し、下水道管路の腐食リスク

の可視化及び重点点検・予防保全の実現に向けた事業展開を本格化することを決定しましたので、お知らせい

たします。 

その具体的な取り組みとして、広島県が実施する「The Meet 2026 広島オープンアクセラレーター Gov-Tech-

Challenge」において、福山市が募集する「下水道管の無人インフラ点検・診断」に対し、当社が提案した「AI

による下水道腐食リスク可視化と重点点検支援」が採択され、2026年 10月より実証を開始しております。 

本実証では、既存の下水道関連データを活用し、腐食や硫化水素の発生要因を分析することで、腐食リスク

の高い候補地点を抽出するとともに、現地において硫化水素（H₂S）、溶存酸素（DO）、水位・水温、管内音等の

データを継続的に計測し、AIによる腐食リスクの推定・可視化について検証します。 

 

１． 本件の背景 

当社はこれまで、滋賀県守山市との実証を通じ、水道管情報、修繕履歴、地理空間情報等を活用した広域的

な漏水リスク分析と、当社独自の AI異常検知ソリューション「FAST-D」による漏水音判定を組み合わせること

で、漏水リスクの高い地点を絞り込み、現地で漏水箇所を特定する手法の検証を進めてまいりました。 

こうした実証を通じて培った「広域データからリスクの高い地点を抽出し、重点的に現地確認・監視する」

という考え方を、上水道にとどまらず、下水道をはじめとする社会インフラ分野へ展開することを検討してま

いりました。 

下水道管路においては、硫化水素等に起因する腐食が管路の劣化につながる一方、管路内の点検には安全面

や人的負担等の課題があります。このため、既存データやセンサーデータを活用して管路内の状態を把握し、

リスクの高い地点を事前に絞り込むことで、効率的な重点点検や予防保全につなげる仕組みが求められていま

す。 

今回、広島県福山市において当社提案が採択されたことを契機として、当社は下水道インフラ分野における

AI活用を推進し、同分野への事業展開を本格化してまいります。 

 

２． 広島県福山市における実証の概要 

本実証では、下水道管路の腐食リスクを効率的に把握し、重点点検につなげることを目的として、主に以下

の検証を行います。 

 下水道・管路情報、点検・修繕履歴、腐食履歴、都市・建物情報、地形・管路条件（落差・合流等）な

どの既存データを活用した広域分析 

 腐食・硫化水素の発生要因の分析による高リスク候補地点の抽出及び現地確認による実証地点の選定 

 硫化水素（H₂S）、溶存酸素（DO）、水位・水温、管内音等の継続計測 

 複数のセンサーデータ及び既存データを組み合わせた AI分析 

 硫化水素が発生しやすい環境及び下水道管路の腐食リスクの推定・可視化 

 実証結果を踏まえた重点点検・予防保全への活用方法の検討 



 

 

当社は、硫化水素そのものの継続測定に加え、複数の周辺環境データを組み合わせることで、硫化水素が発

生しやすい環境を AIで推定し、下水道管路の腐食リスクを効率的に把握する仕組みの構築を目指します。 

 

３． 今後の展開 

当社は、本実証を通じて、下水道管路における腐食リスク予測 AIの有効性を検証するとともに、実証で得ら

れた知見を活用し、センサー、通信及び AIを組み合わせた継続監視の仕組みの構築を進めてまいります。 

また、滋賀県守山市における上水道分野での実証と、今回の広島県福山市における下水道分野での実証を通

じて得られる知見を融合し、上下水道をはじめとする社会インフラの状態を継続的に把握し、異常の早期発見

や予防保全につなげるソリューションへの展開を目指します。 

今後は、実証結果を踏まえ、他の自治体への横展開や、下水道インフラを継続的に監視する IoT・AIシステ

ムの開発・事業化についても検討を進めてまいります。 

 

４． 今後の見通し 

本件が 2026年 12月期の当社連結業績に与える影響は、現時点では軽微であると考えております。今後、業

績に重要な影響を与えることが判明した場合は、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 
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Ｈｍｃｏｍｍ、下水道インフラ分野への事業展開を本格化 

― 広島県福山市で AI による腐食リスク可視化・重点点検の実証を開始 ― 

Ｈｍｃｏｍｍ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO：三本 幸司、以下、Ｈｍｃｏｍｍ）

は、広島県が実施する「The Meet 2026 広島オープンアクセラレーター Gov-Tech-Challenge」におい

て、福山市が提示した「下水道管の無人インフラ点検・診断」の課題に対し、当社が提案した「AI による

下水道腐食リスク可視化と重点点検支援」が採択され、2026 年 10 月より実証を開始しましたので、お知

らせいたします。 

本実証では、下水道・管路情報、点検・修繕履歴、腐食履歴、都市・建物情報、地形・管路条件（落差・

合流等）などの既存データを活用し、腐食や硫化水素の発生要因を分析することで、高リスク候補地点を

抽出します。さらに、硫化水素や溶存酸素（DO）、水位・水温、管内流水音等の継続計測を組み合わせ、

AI による下水道管路の腐食リスクの推定・可視化に取り組みます。 

当社は、滋賀県守山市における上水道の漏水検知実証で培った「広域データから高リスク地点を抽出し、

重点的に現地確認を行う」というアプローチを下水道分野へ展開し、下水道インフラの重点点検・予防保

全の実現を目指します。福山市向けの提案においても、上水道で実証した「リスク抽出・重点点検」の考

え方を下水道の腐食リスク予測へ展開する方針としています。 

 

■背景 

下水道インフラでは、管路の老朽化や腐食、硫化水素の発生などに加え、管内での点検作業に伴う安全

面や作業負荷など、維持管理上のさまざまな課題があります。 

また、膨大な管路を限られた人員・予算ですべて同じ頻度で点検することは難しく、「どこを優先的に

点検すべきか」を事前に把握し、効率的に維持管理する仕組みが求められています。 

こうした中、福山市は「The Meet 2026 広島オープンアクセラレーター Gov-Tech-Challenge」にお

いて、「下水道管の無人インフラ点検・診断」をテーマとして提示しました。 

当社は、上水道分野で培ってきた AI・データ解析技術を応用し、下水道管路の腐食リスクを広域に分

析するとともに、センサーデータを組み合わせて重点的に確認すべき地点を可視化する提案を行い、採択

されました。 

 

■上水道で培った「リスク抽出・重点点検」の仕組みを下水道へ 

当社は滋賀県守山市において、水道管情報、地理空間データ、衛星データ、修繕履歴等を活用した広域



 

 

リスク分析と、音響解析 AI 技術を組み合わせた漏水検知モデルの検証を進めてきました。 

守山市との実証では、AI による広域漏水リスク分析と漏水音解析 AI の有効性を確認するとともに、高

リスク地点を対象とした現地調査により、実際に複数箇所で漏水を発見・確認しています。 

今回の福山市での実証では、この「広域分析 → リスク抽出 → 重点点検」という考え方を下水道へ展

開し、腐食リスクの早期把握を目指します。 

 

■福山市における実証内容 

本実証では、以下の流れで下水道腐食リスク予測 AI の有効性を検証します。 

1. 広域分析・候補地点抽出 

下水道・管路情報、点検・修繕履歴、腐食履歴、都市・建物情報、地形・管路条件（落差・合流等） 

などの既存データを活用し、腐食・硫化水素の発生要因を分析することで、高リスク候補地点を 

抽出します。 

2. 現地確認・実証地点選定 

広域分析の結果と現場の状況を踏まえ、継続計測を行う実証地点を選定します。 

3. センサー設置・継続計測 

硫化水素に加え、溶存酸素（DO）、水位・水温、温湿度、管内流水音等の複数データを 

継続的に取得します。 

4. データ分析・AI 検証 

複数の環境データと硫化水素の発生条件、管路腐食との関係を分析し、AI による 

腐食リスク推定モデルを検証します。 

5. 結果評価・実用化に向けた検討 

実証結果と現場で得られた知見をもとに、計測方法や AI 予測ロジックを改善し、 

継続的な監視や実用化に向けた検討を進めます。 

本実証では、硫化水素濃度だけを見るのではなく、複数の環境データを組み合わせることで、硫化水素

が発生しやすい環境や腐食リスクを AI で推定することを目指します。さらに、実証で得られるデータを

もとに、硫化水素の発生条件と各種環境データとの関係性を検証し、腐食リスク予測モデルの構築につな

げます。 

 

■日本大学 森田 弘昭 特任教授による技術監修 

本実証では、下水道分野に関する専門的知見を有する日本大学 森田 弘昭 特任教授より、実証全体を

通じて技術監修・助言を受けます。 

広域分析におけるリスク要因や候補地点抽出ロジック、硫化水素の発生条件、硫化水素と管路腐食との

関係性、AI・データ分析結果などについて、専門的な観点から確認・助言をいただきながら実証を進めま

す。 

当社が有する AI・データ解析技術に、現場データと下水道分野の専門知見を組み合わせることで、腐

食リスクの早期把握と予測精度の向上を目指します。 

 



 

 

■実証スケジュール 

実証期間は 2026 年 10 月から 2027 年 3 月を予定しています。 

2026 年 10 月よりデータ整理・広域分析を開始し、現地確認、実証地点の選定、計測機器の設置を順次

実施します。その後、複数の環境データを継続的に取得しながら AI によるデータ分析・検証を進め、2027

年 3 月に成果を取りまとめる予定です。 

 

■今後の展開 

当社は、本実証を通じて、広域分析・継続計測・AI を組み合わせた下水道腐食リスク予測の有効性を検

証します。 

得られた結果をもとに、センサー構成や計測方法、腐食リスク予測モデルの高度化を進めるとともに、

実用化に向けた継続利用や他自治体への展開についても検討してまいります。 

当社は、上水道分野で培ってきた AI によるリスク予測・重点点検の仕組みを下水道分野へ展開し、「探

す」から「防ぐ」へ、社会インフラの重点点検・予防保全を支援する技術の実用化を目指してまいります。 

なお、本実証の進捗や、下水道インフラ分野における当社の取り組みについては、当社公式 note にて

随時発信してまいります。ぜひご覧ください。 

- Hmcomm 公式 note：https://note.com/hmcomm_ir 

 

 

【参考情報】 

●「The Meet 2026 広島オープンアクセラレーター Gov-Tech-Challenge」について 

「The Meet 広島オープンアクセラレーター Gov-Tech-Challenge」は、広島県内の市町が抱える地域

課題・行政課題と、革新的なアイデアや技術を持つスタートアップ等をマッチングし、自治体を実証フィ

ールドとして課題解決に取り組むプログラムです。 

2026 年度は、40 件の募集課題に対して 299 件の提案が寄せられ、22 件の実証プロジェクトが採択さ

れました。 

- 広島県による採択事業プレスリリース 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/683719.pdf 

- The Meet 2026 広島オープンアクセラレーター Gov-Tech-Challenge 公式ページ 

https://growth.creww.me/ff003f20-60b1-11f1-a228-45915c53d08c.html 

 

■Ｈｍｃｏｍｍ株式会社について 

代表取締役社長 CEO 三本 幸司 

URL   https://hmcom.co.jp 

設立日  2012 年 7 月 24 日 

所在地  東京都港区浜松町２－１０－６ PMO 浜松町Ⅲ 4 階 

事業内容 人工知能（AI）音声処理技術を基盤とした要素技術の研究/開発およびソリューション/サービ

スの提供 

https://note.com/hmcomm_ir
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/683719.pdf
https://growth.creww.me/ff003f20-60b1-11f1-a228-45915c53d08c.html
https://hmcom.co.jp/


 

 

 

<本リリースに関するお問合せ> 

報道関係者様：Ｈｍｃｏｍｍ株式会社 IR 担当  hm_ir@hmcom.co.jp 

企業様：Ｈｍｃｏｍｍ株式会社 営業統括部 sales_team@hmcom.co.jp 

TEL：03-6550-9830   FAX：03-6550-9831 


